
はじめに

手取層群は，中部日本北部に分布する上部ジュラ系
～下部白亜系である（Yamada & Sano, 2018）．本研究
の調査地域である福井県勝山市滝波川地域の手取層群
は，下位より，桑島層，赤岩層，北谷層からなる（酒
井ほか，2018）．本地域の北谷恐竜化石発掘現場には北
谷層が露出し，長年の発掘調査によって恐竜を含む多
様な陸上動植物化石が報告されてきた（Sano & Yabe，
2017）．一方，発掘現場を含む北谷層の下位にあたる赤
岩層においては，古生物学的調査が充分に進んでいない．

本研究では，勝山市滝波川地域の小原に露出する赤
岩層より産出した植物化石について報告する．本稿で
扱う標本は福井県立恐竜博物館（FPDM）に収蔵され
ている．

植物化石

本研究では，勝山市小原の滝波川沿いに露出する
赤岩層中の 2 層準（Fig. 1，Locs. 1, 2）より植物化石
を採取した．Loc. 1では，砂岩泥岩互層中の平行葉理
が発達する砂質泥岩層よりシダ類のAdiantopteris sp. 

（FPDM-P-1634：Fig.  2A），Sphenopteris sp . 
（FPDM-P-1635：Fig. 2B，FPDM-P-1636：Fig. 2 C）
が産出した．Loc. 2では，砂岩泥岩互層中の砂質泥
岩層より球果類のGeinitzia sp.（FPDM-P-1637：
Fig. 2D，FPDM-P-1638：Fig. 2E），Podozamites sp. 

（FPDM-P-1639：Fig. 2F）が産出した．

植物化石産出の意義

滝波川地域の手取層群より産出する植物化石につ
いては，北谷層を対象に調査研究が進められ，乾燥
した気候を好む領石型植物群（Kimura, 1987）の要素
である球果類のBrachyphyllum属などが報告されてき
た（Yabe et al.，2003；Yabe & Kubota，2004；寺
田・矢部，2011；矢部・柴田，2011；Sano & Yabe，
2017；酒井ほか，2018；Yukawa & Yabe，2019；
酒井，2021）．近年，本地域の栃神谷に露出する桑
島層より産出した動植物化石についても調査研究が
進められ，シダ類のOnychiopsis elongata (Geyler) 
Yokoyama，Sphenopteris sp.，球果類のPodozamites 
reinii Geylerが報告されている（酒井ほか，2022）．

本研究では，滝波川地域の赤岩層より初めて植物化
石が得られた．赤岩層における植物化石産出地はこれ
まで石川県白山市白峰地域の大嵐山周辺や大杉谷川な
どに限られており（例えば，Kimura & Sekido，1976；
酒井ほか，2018；酒井，2024），小原に露出する赤岩層
より産出する植物化石は本層の植物化石群の組成を明
らかにする上で重要である．今後も小原において追加
標本が得られることで，赤岩層から北谷層までに至る植
物相の変化について解明が進むことが期待される．さら
に，本研究で報告した球果類のGeinitzia属は，福井県
大野市石徹白川地域の手取層群後野層の植物化石群を
特徴付けるタクサとして注目されるため（Sakai et al.，
2020），滝波川および石徹白川地域の手取層群における
植物相の比較や古環境の復元に役立つと考えられる．
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Abstract
This study reports plant fossils from the Lower 
Cretaceous Akaiwa Formation of the Tetori Group 
in Ohara, Katsuyama City, Fukui Prefecture, central 
Japan. Adiantopteris sp., Sphenopteris sp., Geinitzia 
sp. and Podozamites sp. were identified among them.
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Fig. 2 Plant fossils from the Lower Cretaceous Akaiwa Formation of the Tetori Group in Ohara, Katsuyama 
City, Fukui Prefecture, central Japan. A: Adiantopteris sp., FPDM-P-1634, Loc. 1. B: Sphenopteris sp., 
FPDM-P-1635, Loc. 1. C: Sphenopteris sp., FPDM-P-1636, Loc. 1. D: Geinitzia sp., FPDM-P-1637, Loc. 2. 
E: Geinitzia sp., FPDM-P-1638, Loc. 2. F: Podozamites sp., FPDM-P-1639, Loc. 2. Scale bars are 1 cm.
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